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三橋節子が描く色彩の世界 

～節子の歩んだ人生と、絵の色の移り変わり～ 
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画家三橋節子は、３５年の短い人生の中で「野草」を始め、「人間」、「物

語」を題材とした作品を数多く描きました。道端や野山で見かける草花、

日々の生活を営む人々、心に深く刻まれる程の愛おしさと胸を締め付ける

ような切なさを込めた近江の伝説。この絵のモチーフから、彼女が絵筆を

握る時の心情を感じられ、絵を眺めれば、彼女の人生の中の楽しさや悲し

さ、たくましさが分かると思います。 

 

色彩においても、彼女の心情を深く知る事が出来るでしょう。 

節子の絵には、「野草」は赤と白、「人間」は黄色と青、「物語」は青と赤

というように、題材により色の基調が異なります。それぞれの色を見ると、

情熱や静寂、日々の生活の鮮明さや子ども達への優しさ、また寂しさや命

の強さなど、様々なイメージが感じられるかもしれません。 

 

「物語」では、青と赤を基調とした絵がありますが、実は白も含まれる絵

もあります。青は水と空の色として、赤は生のイメージとして使われてお

り、白は赤と対照的に死のイメージとして使われています。例えば「花折

峠」の折れた花達は白で描かれており、死んでいるように見えます。一方、

横たわる女の着物は赤で描かれています。つまりこの絵は死を想像出来る

白いモチーフにより、赤の生きたい意思・命の強さを強調しているものと

考えられます。 

 

今回の展示では、絵のモチーフと色彩によって３つの世界に分け、それぞ

れの世界で飾られた絵を鑑賞し、節子が描いた絵における真意を感じ取っ

ていただけるような空間に仕上げました。皆様を、節子が描いた色彩によ

る心躍るような世界の旅へと誘います。 
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